


例は地球科学だけでなく他の分野にも多くありま

す。おそらく基礎科学間でもあると思います。カ

ーネギー研究所では, 自然科学の種々の分野の研

究者が一つの建物の中で研究を行っており,廊下

やコーヒー・ ルームで,或はパーティなど折ある

ごとに話を し,常 に新 しい研究の糸口を引き出す

努力をしています。そのような努力はしばしば新

しい研究分野を開 くことに貢献 してきました。理

学部はカーネギー研究所などよりはるかに多 くの

分野の人材を擁しており,互いの研究の利点を生

かして共同で研究をする機会がぶ、えると,予想 し

なかったような新 しい研究成果を生む可能性が非

常に高 くなると思われます。特に,全 く違う分野

の人達の間での話 し合いや議論が面白い結果を生

むのではないかと思います。その為には, 日下計

画中の,そ して理学部の “悲願"で もある中央化

構想を実現することが必要ですが,そ れよりもま

ず理学部の研究活動をお互いにもっとよく知るこ

とがより緊急のことと思われます。その為には予

算はあまり必要ではありませんが,お互いの研究

活動を知る機会をもっと増やす必要があります。

特に理学部の建物が分裂 している現状ではかなり

の努力が必要で しょう。先日の主任会議で,教授

会を利用 して研究を紹介することを復活させたら

どうかという意見がでました。それも勿論大変結

構なことですが,若い人も含めてもっと自由に

(出来れば何時でも好きな時に)話 し合える場を

作ることが必要に思われます。和田学部長も同様

のことを考えておられ積極的にこのことを進める

おつもりで心強 く思います。

次は若手研究者の研究活動についてです。これ

は東大理学部に限ったことではありませんが,若

手の研究者で少なくとも私の知る範囲の人達は
,

外国の大学や研究所で何年か研究すると非常な成

果をあげて帰 ってきます。中には乞われてそのま

ま向こうでずっと研究を続ける人も居ます。しか

し,それらの人達の多くは帰ってからは向こうに

居た時に比べて,は るかに研究活動が低下 します。

これには色々な原因があると思いますが,多 くの

人の場合は能力が急に低下 したのではなさそうで

す。従 って原因は研究する環境の変化 (悪化)お

よびそれに起因する研究意欲の低下にあると思い

ます。勿論,外国でお客さんとして研究に没頭で

きる条件が,理学部の一員として義務を果たさね

ばならない場合に満たされるとは思えません。 し

か し, とにか く能力のある若手の研究者に対 して

はその条件に近付ける努力はする必要があります。

よく知 られているように,ア メリカでは学位をと

って assistant professorに なった若手の研究者

の多 くは tenure を取る為もあるで しょうが, こ

の時期に学生の教育を行うとともに,それこそ

"必死"に なって自分の研究を発展させます。周

囲の人達も彼 らの研究がやり易いように予算や時

間の配慮をする場合が普通です。またpostdoctoral

fellowと なって研究に専念する人も多 くいます。

ただしこの場合は研究のテーマが多少制約される

ことはありますが。一方, 日本では学位を取 って

助手になると,いわゆる雑用その他の理由の為に

研究が一段落 して しまうことが多いようです。ま

た,postdoctoral fe1lowの 数・質ともまだ十分

ではありません。学位を取 ってからの数年間は独

立 した研究者として成長する重要な時期で, この

時期の研究活動の差が,後年の研究 。教育活動の

差に大きく影響 しているように思われてなりませ

ん。日本では色々な事情があってす ぐにはアメリ

カのようなシステムに変えることは出来ないで し

ょうが, もう少 し差を縮めることは何とか出来る

のではないかと思います。本当はアメリカなどよ

りもっといいシステムが出来ればと思 っています。

そのようなシステムが理学院においてでも実現す

ることが期待される次第です。いずれにしても理

学部の優れた多くの人々の能力を基礎科学の為に

フルに発揮させないことは極めてもったいないこ

とで, これについての改善策を皆様方とともに考

え少 しでも実行出来ればと思います。長いご挨拶

になってしまいました。
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